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(57)【要約】
【課題】　腋窩を測定部位とする体内水分計において、
脱水症の重症度をより詳細に判定する水分計を提供する
。
【解決手段】　被検者の体内の水分量を測定する水分計
であって、前記被検者の腋下に保持されて、前記腋下の
皮膚面に接触させて前記被検者の水分量を測定する水分
測定部と、前記被検者の脈拍を測定する脈拍測定部と、
前記水分測定部から得られた前記被検者の水分量と前記
脈拍測定部から得られた前記被検者の脈拍から前記被検
者の脱水症のリスク指標を決定する判定手段と、を有す
ることを特徴とする。
【選択図】　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者の体内の水分量を測定する水分計であって、
　前記被検者の腋下に保持されて、前記腋下の皮膚面に接触させて前記被検者の水分量を
測定する水分測定部と、
　前記被検者の脈拍を測定する脈拍測定部と、
　前記水分測定部から得られた前記被検者の水分量と前記脈拍測定部から得られた前記被
検者の脈拍から前記被検者の脱水症のリスク指標を決定する判定手段と、
　を有することを特徴とする水分計。
【請求項２】
　前記水分計は、前記被検者の体温を測定する体温測定部を有し、前記判定手段は、前記
被検者の水分量と、前記被検者の脈拍に加えて、前記被検者の体温から前記被検者の脱水
症のリスク指標を決定することを特徴とする請求項１に記載の水分計。
【請求項３】
　前記体温測定部は、前記水分測定部の近傍に配することを特徴とする請求項２に記載の
水分計。
【請求項４】
　前記脈拍測定部は、前記水分測定部の近傍に配することを特徴とする請求項１乃至３の
いずれかに記載の水分計。
【請求項５】
　前記水分計は、前記判定手段により決定した脱水症のリスク指標を表示する表示部を有
することを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の水分計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検者の生体の水分量を測定する体内水分計に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　被検者の生体の水分量を測定することは重要である。生体における脱水症状は、生体中
の水分が減少する病態であり、発汗や体温上昇により多くの水分が体内から体外に排出さ
れる運動時や気温の高い時に多く発現する。特に、高齢者の場合、喉の渇きを自覚しにく
いだけでなく、生体の水分保持能力自体が低下しているため、一般健常者と比較して脱水
症状を起こし易い。さらに、高齢者が慢性心不全や高血圧の治療薬として利尿剤を服用し
ている場合は、この利尿剤が脱水症を引き起こす可能性がある。そのため、介護者は、常
に脱水に注意していなければならない。
【０００３】
　通常、生体中の水分が体重の３％以上失われた時点で体温調整の障害が起こると言われ
ている。体温調整の障害が起こり体温が上昇すると、生体中の更なる水分の減少を引き起
こすため悪循環に陥り、遂には熱中症と称される病態に至ることとなる。熱中症には、熱
痙攣、熱疲労、熱射病等の病態があり、時には全身の臓器障害が起こることもある。この
ため、熱中症に至る危険を未然に回避するためには、生体の水分量を的確に把握すること
が不可欠である。
【０００４】
　生体の水分量を把握する、いわゆる体内水分計としては、従来より、例えば、両手でハ
ンドルを保持するような装置で人体インピータンスを測定し、その測定結果から体内水分
量を算出するものが知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３１８８４５号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の体内水分計の場合、被検者自身が両手でハンドルを
把持することが要求されるため、被検者以外の第三者（測定者）が被検者の体内水分量を
測定することができないという問題がある。すなわち、特許文献１に記載された測定部位
を前提とする体内水分計の構造では、例えば、意識障害に陥った被検者の体内水分量を、
第三者（測定者）が測定できないという問題がある。
【０００７】
　一方で、被検者以外の第三者（測定者）による測定を容易に行うことができ、かつ、体
内水分量の測定に適した測定部位としては、例えば、腋窩の皮膚等が挙げられる。しかし
ながら、高齢者のように腋窩が深い被検者の場合、体内水分計のセンサ部を腋窩に的確に
押し当てることは必ずしも容易ではない。このため、腋窩を測定部位とする体内水分計に
おいては、被検者（の身体的特徴）によらず測定者にとって測定しやすい構造となってい
ることが望まれる。
【０００８】
　また、脱水症を判定するとき、体内の水分量を捉えることで、ある程度の脱水の危険性
を判定することができるが、水分量だけでは、脱水症の重症度をより細分化して判定する
ことは困難である。例えば、中等度の脱水のなかでも軽度に近いのか、重度に近いのか判
定することは、水分量だけでは判定が難しい。そこで、重症度によって人体に変化が現れ
るパラメータ、すなわち、バイタルデータを捉えることで脱水症の重症度をより詳細に判
定することができることに着目した。
【０００９】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、腋窩を測定部位とする体内水分計に
おいて、水分量のほかに異なるバイタルデータも測定することで、脱水症の重症度をより
詳細に判定できる水分計を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る体内水分計は以下のような構成を備える。
即ち、
　被検者の体内の水分量を測定する水分計であって、
　前記被検者の腋下に保持されて、前記腋下の皮膚面に接触させて前記被検者の水分量を
測定する水分測定部と、
　前記被検者の脈拍を測定する脈拍測定部と、
　前記水分測定部から得られた前記被検者の水分量と前記脈拍測定部から得られた前記被
検者の脈拍から前記被検者の脱水症のリスク指標を決定する判定手段と、
　を有することを特徴とする。
　上記構成によれば、被検者の体内の水分量と脈拍を測定することで、被検者の脱水症の
重症度を詳細に判定することができる。
【００１１】
　好ましくは、前記水分計は、前記被検者の体温を測定する体温測定部を有し、前記判定
手段は、前記被検者の水分量と、前記被検者の脈拍に加えて、前記被検者の体温から前記
被検者の脱水症のリスク指標を決定することを特徴とする。
　上記構成によれば、被検者の体内の水分量と脈拍と体温を測定することで、被検者の脱
水症の重症度をより詳細に判定することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　腋窩を測定部位とする体内水分計において、脱水症の重症度をより詳細に判定する水分
計を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる体内水分計の外観構成を示す図である。
【図２】体内水分計の筐体形状を説明するための図である。
【図３】体内水分計の使用態様を説明するための図である。
【図４】体内水分計の機能構成を示す図である。
【図５】体内水分計の測定回路を説明するための図である。
【図６】体内水分計の動作を説明するための図である。
【図７】本発明の実施形態の体内水分計における脱水症のリスク指標を得る際に参照する
脱水症リスク判定テーブルの例を示す図である。
【図８】測定情報のデータ構成を示す図である。
【図９】体内水分計の動作を説明するための別実施例の図である。
【図１０】本発明の別実施形態の体内水分計における脱水症のリスク指標を得る際に参照
する脱水症リスク判定テーブルの例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の各実施形態について図面を参照しながら説明する。尚、以下に述べる実
施の形態は、本発明の好適な具体例であるから、技術的に好ましい種々の限定が付されて
いるが、本発明の範囲は、以下の説明において特に本発明を限定する旨の記載がない限り
、これらの態様に限られるものではない。
【００１５】
　［第１の実施形態］
　＜１．体内水分計の外観構成＞
　図１は、本実施形態に係る体内水分計１００の外観構成の一例を示す図である。図１に
示すように、体内水分計１００は本体部１１０と挿入部１２０とを備える。本体部１１０
は、上面１１４、下面１１５、側面１１６、１１７がそれぞれ長軸方向（不図示）に略平
行に形成されており、全体として、直線状に形成されている。本体部１１０の筐体表面に
は、各種ユーザインターフェースが配置されるとともに、筐体内部には体内水分量及び脈
拍、体温を算出するための電子回路が収納される。
【００１６】
体内水分計１００は、被検者の体表面である腋窩の皮膚に水分測定部１２１を接触させ、
水分測定部１２１において供給した電気信号に応じた物理量を検出することで被検者の体
内の水分量を検出する。本実施形態に係る体内水分計１００では、当該物理量（生体中の
水分に関するデータ）として被検者の静電容量を測定することにより、腋窩の皮膚の湿り
具合を検出し、体内の水分量を算出する。なお、体内水分量を算出するために検出する物
理量は静電容量に限られるものではなく、例えば、定電圧もしくは定電流を被検者に供給
して測定されるインピーダンスであってもよく、さらには、赤外線センサによる光学式で
あってもよい。
【００１７】
　また、体内水分計１００は、被検者の体表面である胸壁の皮膚に脈拍測定部２２１を接
触させ、脈拍測定部２２１において圧脈派を検出することで被検者の脈拍を検出する。な
お、本実施形態では被検者の脈拍を検出するセンサとして圧力センサを用いるが、これに
限らず、赤外線センサによる光電検出や電極による心電位検出、マイクロフォンによる心
拍音検出、加速度センサによる拍動検出などの方法を用いてもよい。本実施形態のように
圧力センサや赤外線センサなどを用いる場合、圧力センサや赤外線センサなどから検出さ
れたシグナルの経時信号からフーリエ変換により心拍数成分である１．５Ｈｚ付近の周波
数成分を抽出することにより、心拍数から脈拍を算出する。
【００１８】
さらに、体内水分計１００は、被検者の体表面である腋窩の皮膚に体温測定部３２１を接
触させ、被検者の体温を検出する。体温測定部３２１は、例えばサーミスタを有するもの
や、サーモパイル熱伝対（赤外線センサ）を有するものを用いることができる。本実施形



(5) JP 2013-192893 A 2013.9.30

10

20

30

40

50

態では、サーミスタを用いており、サーミスタにより検出された温度信号は、デジタル信
号に変換して出力されるようになっている。他にも、体温測定部３２１は、半導体温度セ
ンサ、例えば、Ｃ－ＭＯＳ温度センサ等を用いることができ、半導体温度センサは温度変
化に対してほぼリニアにアナログ出力する特性を有しており、小型化が可能である。また
、３５～４２度の間において０．０１度の温度分解能を実現することができる。
【００１９】
　図１の例では、ユーザインターフェースとして、電源スイッチ１１１及び表示部１１２
が示されている。図１の（ｄ）に示すように電源スイッチ１１１は、本体部１１０の後端
面１１３の凹部に配されている。このように凹部に電源スイッチ１１１を配する構成とす
ることで、電源スイッチ１１１の誤操作を防ぐことができる。なお、電源スイッチ１１１
がオンされると後述の電源部４１１（図４）から体内水分計１００の各部への電源供給が
開始され、体内水分計１００は動作状態となる。
【００２０】
　表示部１１２は、本体部１１０の側面１１７上において、長軸方向のやや前方側に配さ
れている。これは、体内水分計１００を用いて被検者の体内水分量を測定するにあたり、
測定者が把持領域１１８を把持した場合であっても、測定者の把持した手で表示部１１２
が完全に覆われることがないようにするためである（把持した状態でも測定結果が視認で
きるようにするためである）。
【００２１】
　表示部１１２には、今回の水分量の測定結果１３１が表示される。また、脈拍数や体温
の測定結果１３２もあわせて表示される。さらに、電池表示部１３３には、電池（図４の
電源部４１１）の残量が表示される。また、無効な測定結果が得られた場合や測定エラー
が検出された場合には、表示部１１２に“Ｅ”が表示され、その旨をユーザに報知する。
なお、表示部１１２に表示される文字等は、本体部１１０の上面１１４側を上とし、下面
１１５側を下として、表示されるものとする。
【００２２】
　体内水分計１００の挿入部１２０は、上面１２４及び下面１２５が曲面形状を有してお
り、本体部１１０に対して、全体として、下向きに緩やかに湾曲している。挿入部１２０
の先端面１２２には、水分測定部１２１がスライド可能に保持されている。
【００２３】
　水分測定部１２１は、略矩形な先端面１２２に略平行な面を有するセンサヘッド１２３
を有しており、センサヘッド１２３の皮膚への密着を保証する上での押圧を確保するため
、不図示のばねにより、矢印１４１ｂの方向へ付勢されている（たとえば１５０ｇｆ程度
の付勢力）。そして、センサヘッド１２３が被検者の腋窩の皮膚に押し当てられると、水
分測定部１２１が矢印１４１ａの方向（先端面１２２と略直交する方向、すなわち先端面
１２２の法線方向）に所定量（例えば１ｍｍ～１０ｍｍ、本実施形態では４ｍｍ）スライ
ドし、これにより測定が開始するよう構成されている（以下、矢印１４１ａの方向をスラ
イド方向と称す）。
【００２４】
　具体的には、ユーザが電源スイッチ１１１をオンして体内水分計１００を動作状態とし
た後、センサヘッド１２３を被検者の腋窩に所定時間以上（例えば２秒以上）押し当てら
れたことが検知されると、体内水分量の測定が開始される。あるいは、ユーザが電源スイ
ッチ１１１をオンして体内水分計１００を動作状態とした後、センサヘッド１２３を被検
者の腋窩に所定負荷（例えば２０ｇｆ～２００ｇｆ、さらに好ましくは１００ｇｆ～１９
０ｇｆ、本実施形態では１５０ｇｆ）で押し当てたことが検知されると、体内水分量の測
定が開始される。このような仕組みにより、測定時におけるセンサヘッド１２３の腋窩へ
の密着の程度を一定にすることができる。
【００２５】
　なお、センサヘッド１２３の被検者との接触面には、電極が敷設され、電極を覆うよう
に保護材が設けられている。また、センサヘッド１２３の接触面は平面形状に限られず、
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凸状の曲面形状でもよい。そのような接触面の形状の例としては、球面（例えば半径１５
ｍｍの球面）の一部とすることが挙げられる。
【００２６】
　脈拍測定部２２１は、図１の（ｂ）に示すように表示部１１２がある面を表面、ない面
を裏面とした場合、挿入部１２０の裏面側に配置する。水分測定部１２１の近傍である挿
入部１２０の裏面側に配することで、図３に示すようにセンサヘッド１２３を被検者の腋
窩に押し当てたときに、脈拍測定部２２１は胸壁に接することになる。さらには、脇で体
内水分計１００を挟み込むことで、脈拍測定部２２１を胸側に押し付けることができ、測
定精度がより確実なものとなる。
【００２７】
体温測定部３２１は、図１の（ｃ）に示すように水分測定部１２１の近傍である先端面１
２２の４つの各辺の中央部に１点ずつ配置される。このように複数の体温測定部３２１を
配置することで、接触の仕方にばらつきがあっても、各体温測定部３２１における測定値
を平均化したり、複数の測定結果から確からしい測定値を選択したりすることができる。
また、体温測定部３２１は、体内水分量の測定に干渉しない程度に凸形状（例えば０．５
ｍｍ～１ｍｍ）であり、センサヘッド１２３を被検者の腋窩に押し当てたときに、所定負
荷（例えば２０ｇｆ～２００ｇｆ、さらに好ましくは１００ｇｆ～１９０ｇｆ、本実施形
態では１５０ｇｆ）で押し当てたと同時に、腋窩に接することになる。これにより、より
腋窩との密着を確実なものとして測定精度を上げることができる。本実施形態では、４つ
の体温測定部３２１を有するが、これに限らず、１つでも、対向する位置に２つ有する形
態でも構わなく、単体か複数かは限定しない。
【００２８】
　＜２．体内水分計の筐体形状＞
　次に、体内水分計１００の筐体形状について詳細に説明する。図２は、体内水分計１０
０の筐体形状を詳細に説明するための図である。
【００２９】
　図２に示すように、体内水分計１００の挿入部１２０は、先端面１２２の法線方向２０
２（つまりスライド方向）が、本体部１１０の長軸方向２０１に対して、約３０°の角度
をなすように、先端面１２２が形成されている（先端面１２２と平行な方向２０３が、本
体部１１０の長軸方向２０１と直交する方向２０４に対して、約３０°の角度をなすよう
に、先端面１２２が形成されている）。加えて、挿入部１２０の先端面１２２近傍の筐体
は、先端面１２２の法線方向２０２に概ね沿った形状を有している。
【００３０】
　このように、挿入部１２０の湾曲方向２０５と水分測定部１２１のスライド方向２０２
とが一致するように、挿入部１２０の湾曲形状を形成したことにより、測定時に測定者が
体内水分計１００を把持して被検者の腋窩に押し当てるにあたり、先端面１２２が視認で
きない状態であっても、測定者は、湾曲方向２０５に向かって体内水分計１００を押圧す
るだけで、押圧方向を誤ることなく測定を行うことができる。つまり、水分測定部１２１
を被検者の腋窩に的確に密着させることができ、正確な測定を実現することが可能となる
。
【００３１】
　また、図２に示すように、体内水分計１００の挿入部１２０は、下面１２５が曲面形状
を有している。このように、挿入部１２０の下面１２５を曲面形状に形成することで、測
定時に測定者が体内水分計１００を把持して被検者の腋窩に押し当てるにあたり、被検者
の腋窩が深い場合であっても、被検者の上腕の前側側壁と体内水分計１００の下面１２５
とが干渉することを回避させることが可能となる。
【００３２】
　更に、図２に示すように、体内水分計１００の挿入部１２０は、水分測定部１２１が、
本体部１１０と挿入部１２０との境界位置２０６から、約４０～５０ｍｍの位置に配置さ
れるように、その長さが規定されている。
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【００３３】
　挿入部１２０の長さをこのように規定することで、被検者の腋窩が深い場合であっても
、測定者は、把持した手が被検者の上腕等と干渉することなく、被検者の腋窩に水分測定
部１２１を押し当てることができる。
【００３４】
　更に、図２に示すように、挿入部１２０は、その断面積が、境界位置２０６において本
体部１１０の断面積と等しくなるように形成され、水分測定部１２１に近づくにつれ、徐
々に小さくなるように形成されている（つまり、挿入部１２０は、先端に向かって、細く
なるように形成されている）。
【００３５】
　このように、挿入部１２０の水分測定部１２１近傍の断面積を小さくすることで、測定
者が体内水分計１００を被検者の腋窩に挿入するにあたり、上腕の可動範囲が狭い被検者
であっても、容易に挿入することができる。
【００３６】
　＜３．体内水分計の使用例＞
　次に、上記特徴的な外観形状を有する体内水分計１００の使用例について説明する。図
３は、体内水分計１００の使用例を説明するための図である。
【００３７】
　図３（Ａ）は、被測定者の左上半身を示しており、図３（Ｂ）は、図３（Ａ）のａ－ａ
断面を模式的に示したものである。
【００３８】
　図３（Ｂ）に示すように、体内水分計１００は、水分測定部１２１が、被検者の左上腕
と左胸壁との間の腋窩に押し当てられた状態で、被検者の体内水分量の測定を行う。
【００３９】
　水分測定部１２１を腋窩に押し当てるにあたり、測定者は、水分測定部１２１が上側を
向くように体内水分計１００の把持領域１１８を右手で把持し、被検者の前方下側から、
腋窩に向かって、水分測定部１２１を挿入する。
【００４０】
　上述したように、体内水分計１００の挿入部１２０は緩やかに湾曲しており、かつ、境
界位置２０６から水分測定部１２１までの長さが４０～５０ｍｍ程度あるため、被検者の
前方下側から腋窩に向かって挿入した際に、上腕の前側の側壁と体内水分計１００とが干
渉することはなく、また、測定者の右手が被検者の上腕と干渉することもなく水分測定部
１２１を腋窩に略直角に押し当てることができる。
【００４１】
　また、挿入部１２０の湾曲方向２０５と水分測定部１２１のスライド方向２０２とが一
致するように、挿入部１２０の湾曲形状が形成されているため、測定者は、湾曲方向２０
５に沿って押圧することで、水分測定部１２１を腋窩に略直角に押し当てることができる
。
【００４２】
　このように、本実施形態に係る体内水分計１００の形状によれば、高齢者等のように、
腋窩が深い被検者であっても、容易に測定を行うことができる。また、脈拍測定部２２１
や体温測定部３２１を挿入部１２０の領域に集約させることで、すなわち、水分測定部１
２１の近傍に配置することで、体内水分量の測定と同時に、脈拍や体温を簡便かつ正確に
測定することができる。
【００４３】
　＜４．体内水分計の機能構成＞
　図４は、本実施形態に係る体内水分計１００の機能構成例を示すブロック図である。図
４において、制御部４０１は、ＣＰＵ４０２、メモリ４０３を有し、ＣＰＵ４０２はメモ
リ４０３に格納されているプログラムを実行することにより、体内水分計１００における
種々の制御を実行する。
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【００４４】
　例えば、ＣＰＵ４０２は、図６のフローチャートにより後述する表示部１１２の表示制
御、ブザー４２２やＬＥＤランプ４２３の駆動制御、体内水分量の測定（本実施形態では
静電容量測定）、脈拍測定、体温測定などを実行する。メモリ４０３は、不揮発性メモリ
と揮発性メモリとを含み、不揮発性メモリはプログラムメモリとして、揮発性メモリはＣ
ＰＵ４０２の作業メモリとして利用される。すなわち、メモリ４０３には、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、ＲＡＭを内蔵している。
【００４５】
　電源部４１１は、交換が可能なバッテリー、或いは充電が可能なバッテリーを有し、体
内水分計１００の各部へ電源を供給する。電圧レギュレータ４１２は、制御部４０１等へ
一定電圧（例えば、２．３Ｖ）を供給する。電池残量検出部４１３は、電源部４１１から
供給される電圧値に基づいて、電池の残量を検出し、その検出結果を制御部４０１に通知
する。制御部４０１は、電池残量検出部４１３からの電池残量検出信号に基づいて、電池
表示部１３３の表示を制御する。
【００４６】
　電源スイッチ１１１が押下されると、各部への電源部４１１からの電力供給が開始され
る。そして、制御部４０１は、電源スイッチ１１１のユーザによる押下が１秒以上継続し
たことを検出すると、電源部４１１からの各部への電源供給を維持させ、体内水分計１０
０を動作状態とする。上述したように、測定スイッチ４１４は、水分測定部１２１が矢印
１４１ａの方向へ所定量以上押されるとオン状態になる。制御部４０１は、測定スイッチ
４１４のオン状態が所定時間（例えば２秒）継続すると、水分量の測定を開始する。また
、脈拍の測定と体温の測定に関しては、体内水分計１００が動作状態となったとき、脈拍
測定と体温測定は待機状態とする。その後、脈拍測定部２２１及び体温測定部３２１がそ
れぞれ被検者との接触を検出したとき、各々の測定を開始する。本実施形態の筐体形状上
、脈拍測定部２２１は挿入部１２０の裏面側に、体温測定部３２１は先端面１２２に配置
するので、測定スイッチ４１４がオン状態となると、脈拍の測定と体温の測定を開始する
。すなわち、水分量の測定と脈拍の測定と体温の測定はほぼ同時に開始する。なお、電源
部４１１の消耗を防止するために、体内水分計１００が動作状態になってから５分経過し
ても測定開始とならない場合は、制御部４０１は自動的に体内水分計１００を電源オフの
状態へ移行させる。
【００４７】
　測定回路４２１は、センサヘッド１２３と接続され、静電容量を測定する。図５は、測
定回路４２１の構成例を示す図である。オペアンプ５０１、５０２、抵抗５０３、５０４
、被検者容量５１０によりＣＲ発振回路が形成されている。被検者容量５１０によって出
力信号５０５の発振周波数が変化するので、制御部４０１は、出力信号５０５の周波数を
測定することにより、被検者容量５１０を算出する。なお、本実施形態のセンサヘッド１
２３は、例えば、２つのくし型電極が、それぞれのくし歯が互い違いに並ぶように配置さ
れているものとするが、これに限られるものではない。
【００４８】
　図４に戻ると、表示部１１２は、図１で説明したような表示を制御部４０１の制御下で
行う。ブザー４２２は、水分測定部１２１の押下による測定の開始や、体内水分量の測定
が完了した際に鳴動し、測定の開始や完了をユーザに通知する。ＬＥＤランプ４２３もブ
ザー４２２と同様の通知を行う。すなわち、ＬＥＤランプ４２３は、水分測定部１２１の
押下による測定の開始や、体内水分量の測定が完了した際に点灯し、測定の開始や完了を
ユーザに通知する。計時部４２４は、電源がオフの状態であっても電源部４１１からの電
源供給を受けて動作し、動作状態においては時刻を制御部４０１に通知する。また、ブザ
ー４２２やＬＥＤランプ４２３といった報知手段は、水分の測定だけでなく、例えば、脈
拍の測定の開始や完了、体温の測定の開始や完了を通知することもできる。また、水分測
定と脈拍測定と体温測定を同時に行うとき、完了の通知をそれぞれの測定でもっとも時間
が掛かる測定（例えば、体温測定）の完了時として、完了を通知することもできる。
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【００４９】
　＜６．体内水分計の動作＞
　以上のような構成を備えた、本実施形態に係る体内水分計１００の動作を、図６のフロ
ーチャートを参照して説明する。
【００５０】
　ステップＳ６０１では、制御部４０１が、測定開始の指示を検出する。本実施形態では
、測定スイッチ４１４の状態を監視し、測定スイッチ４１４のオン状態が２秒以上継続し
た場合に測定開始の指示を検出したと判定する。制御部４０１は、測定開始の指示を検出
すると、ステップＳ６０２において、測定回路４２１からの出力信号５０５の発振周波数
を測定する。また、ステップＳ６０７において、脈拍測定を開始し、ステップＳ６０４に
おいて、体温測定を開始する。
【００５１】
　ステップＳ６０３では、ステップＳ６０２において測定された出力信号５０５の発振周
波数に基づいて、被検者の体内水分量を算出する。また、Ｓ６０８では、所定時間（例え
ば、５秒）における脈拍数から1分間の拍動の数を算出する。一般的にｂｐｍ（ｂｅａｔ
ｓ　ｐｅｒ　ｍｉｎｕｔｅ）という単位表記がされることがあるが、本実施形態では、「
回／分」と表示部１１２では表示する。また、ステップＳ６０５では、所定時間（例えば
、一般的な予測式の電子体温計の測定時間と同じであり、１０秒や３０秒などあるが、本
実施形態では２０秒とする）における体温上昇を捉えることで、予測体温を算出する。こ
のとき、体温測定部３２１が赤外線センサによる体温測定の場合、１秒も掛からずに測定
が可能である。
【００５２】
　ステップＳ６０９では、ステップＳ６０３及びステップ６０８及びステップ６０５で算
出された体内水分量、脈拍、体温が所定の閾値を超えるか否かに基づいて被検者の脱水症
のリスクを判定する。このとき、メモリ４０３に格納された脱水症リスク判定テーブル７
００に基づいて判定する。図７は、被検者の脱水症のリスクを判定する脱水症リスク判定
テーブル７００を示している。なお、この場合の閾値とは、例えば、体内水分量は、水を
１００％、空気を０％とした時の３５％に相当する値が望ましく、３５％以上を「多」と
し、３５％未満を「少」とする。すなわち、体内水分量が３５％以上であれば「多」と判
定され、その測定を行った被検者は「脱水ではない（非脱水状態）」と判定される。脈拍
は、頻脈とされる１００回/分以上であるかどうかを閾値として、１００回/分以上を「頻
脈あり」とし、１００回/分未満を「頻脈なし」とする。体温は、発熱とされる３７．５
℃以上であるかどうかを閾値として、３７．５℃以上を「発熱あり」として、３７．５℃
未満を「発熱なし」とする。なお、閾値は、実施例で説明する値に限らず、体内水分量に
ついて３０％を閾値にしても良く、脈拍を安静時の平均回数とされる６０～８０回／分に
基づいて８０回／分以上を閾値にしても良く、体温の閾値を３７．０℃以上を閾値にして
も良い。
【００５３】
　ステップＳ６０６では、今回の測定により算出された体内水分量を表示部１１２に表示
する。このとき、脱水症リスクの判定結果に応じた表示形態により表示を行う（例えば、
重度な脱水症の疑いがある場合には、赤色にて体内水分量と脈拍と体温を表示して、重度
を示す「重」を表示する。非脱水状態の場合には、青色にて体内水分量と脈拍と体温を表
示して、潤いを表す滴のマークを表示する）。
【００５４】
　図６のフローチャートでは測定開始から、測定を完了し、測定結果を表示するまでのス
テップまでを表しているが、さらに今回の測定情報をメモリ４０３に格納するステップが
存在する。図８は、メモリ４０３に格納される測定情報のデータ構成を示す図である。図
８において、測定値８０１は、今回の測定により算出された体内水分量、脈拍、体温であ
る。判定結果８０２は、今回の測定により算出された体内水分量、脈拍、体温に対して、
ステップＳ６０９において判定された、脱水症リスクを示す情報である。測定時刻８０３
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は、今回の測定において計時部４２４から通知された時刻を示す情報である。測定時刻８
０３としては、例えば、ステップＳ６０２において測定を実行した時点で計時部４２４か
ら通知されている時刻とすることができる。
【００５５】
　以上の説明から明らかなように、本実施形態に係る体内水分計１００は、腋窩を測定部
位とするのに適した形状とすべく、
・先端面の法線方向が、本体部の長軸方向に対して、約３０°の角度をなすように、先端
面を形成した。
・先端面の法線方向に沿った形状となるように、挿入部の先端を形成した。
・挿入部の下面側を湾曲形状に形成した。
・水分測定部１２１と境界位置との距離が４０～５０ｍｍとなるように、挿入部の長さを
規定した。
・挿入部が先端に向かって細くなるように形成した。
【００５６】
　この結果、腋窩を測定部位とする体内水分計において、測定しやすい構造を提供するこ
とが可能となった。さらには、脈拍測定部２２１を被検者の胸壁に接するように挿入部の
側面に配置し、体温測定部３２１を、水分測定部１２１を取り囲むように複数配置したこ
とで、体内水分量以外の被検者のバイタルデータを効率よく測定することができ、脱水症
のリスクをより詳細に判定することが可能となった。
【００５７】
　［第２の実施形態］
　上記第１の実施形態では、図６に示すように、体内水分計１００の動作として、体内水
分量の測定と脈拍の測定と体温の測定をほぼ同時進行で行い、測定された水分量、脈拍、
体温の測定結果を表示する実施形態で説明したが、本発明はこれに限定されない。例えば
、図９に示すように、スッテプＳ９１０において、体内水分量が所定の閾値（例えば、３
５％以上）を超えるか否かを判定して、脱水症である、すなわち３５％未満の場合のみ、
ステップＳ９０９において、体内水分量に脈拍と体温の測定結果を含めて脱水症のリスク
を判定し、非脱水状態であれば（すなわち３５％以上）、ステップＳ９１１において、脈
拍や体温の測定結果を表示せず、体内水分量と非脱水状態である通知のみ行う動作フロー
でも構わない。本来、脱水症の疑いがある被検者に対して、その脱水症の重症度を判定す
ることが重要であるため、非脱水状態の被検者に対して、脈拍や体温を通知することは、
不要な情報となり得る。そこで、このような動作フローにすることで、非脱水状態の場合
、表示内容が簡便となるだけでなく、脈拍測定や体温測定に有する時間が短縮され、さら
には、ブザー４２２やＬＥＤランプ４２３といった報知手段のバリエーションが拡がるた
め、ユーザビリティ向上につながる。
【００５８】
　また、ステップＳ９１０の時点ではまだ脈拍の測定と体温の測定は開始せず、脱水症で
ある、と判定した時点で、脈拍の測定と体温の測定を開始しても良い。すなわち、図９を
用いて説明すると、スッテプＳ９０１からステップＳ９０２のみに進み、ステップＳ９１
０で「ＹＥＳ」となると、ステップＳ９０９へは行かず、ステップＳ９０７とステップＳ
９０４へ進み、ステップＳ９０８及びステップＳ９０５の後に、ステップＳ９０９へと進
む。このような動作フローにすることで、ＣＰＵ４０２の負担が軽減し、測定時の処理ス
ピードが向上する。また、ＣＰＵ４０２に高い処理能力を求めなくて済むのでコスト削減
につながる。
【００５９】
　［第３の実施形態］
　上記第１の実施形態では、体内水分量を被検者の静電容量を測定することで測定し、脈
拍を圧力センサで測定し、体温をサーミスタで測定している実施形態で説明したが、本発
明はこれに限定されない。例えば、各バイタルデータを赤外線センサで測定することがで
きる。このように共通の測定原理を用いることで、体内水分計１００を構成する部品を共
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通化でき、部品点数を減らすことができる。さらに、赤外線センサを用いる場合、体温測
定に要する時間が大幅に短縮され、ユーザビリティ向上につながる。また、脈拍測定部２
２１については、前述のとおり電極による心電位検出でも構わないが、この場合、より好
適な部位として、脈拍測定部２２１をさらに把持領域１１８または把持領域１１８の裏側
に配置することが望ましい（不図示）。そうすることで、上部胸壁と下部胸壁、または胸
壁と体内水分計１００を把持した掌との異なる部位間の電位差を導出するので、より精度
の高い心電を検出することができる。さらに、検出した心電を測定結果として表示部１１
２で表示ができ、メモリ４０３に測定情報として心電図も格納できる。
【００６０】
　［第４の実施形態］
　上記第１の実施形態では、体内水分量と脈拍と体温の測定結果に基づいて、被検者の脱
水症のリスクを判定する実施形態で説明したが、本発明はこれに限定されない。脱水症の
リスクをより詳細に細分化するため、体内水分量と脈拍と体温という３つのバイタルデー
タを用いているが、体内水分量と脈拍の測定結果だけでも、従来に比べて、より詳細に脱
水症のリスクを判定することができる。この場合、図１０に示すように、脱水症リスク判
定テーブル１０００に基づいて判定することとなる。また、該第４の実施形態は、体温測
定部３２１に関連する構成や動作が除かれただけであり、その他は上記第１の実施形態に
おける体内水分計１００の機能構成及び上記第１及び第２の実施形態における体内水分計
１００の動作とほぼ共通しているので、機能構成や動作の説明は省略する。
【００６１】
　冒頭でも述べたが、前述した実施の形態の数々は、本発明の好適な具体例であるから、
技術的に好ましい種々の限定が付されているが、本発明の範囲は、以上の説明において特
に本発明を限定する旨の記載がない限り、これらの態様に限られるものではない。
【符号の説明】
【００６２】
１００：体内水分計、１１０：本体部、１１１：電源スイッチ、１１２：表示部、１１３
：後端面、１１４：上面、１１５：下面、１１６：側面、１１７：側面、１１８：把持領
域、１２０：挿入部、１２１：水分測定部、１２２：先端面、１２３：センサヘッド、１
２４：上面、１２５：下面、２０１：長軸方向、２０２：先端面の法線方向、２０３：先
端面と平行な方向、２０４：長軸方向と直交する方向、２０５：湾曲方向、２０６：境界
位置、２２１：脈拍測定部、３２１：体温測定部
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